
(1) 担当支部： 熊本支部 5421
分水嶺区分 2005年 10月 30日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
本田　誠也 5421
加藤　明 13845

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 不土野林道分岐 9:20
分水嶺到達点 分水嶺（峠） 9:24 9:25 A-2
K1405 魚帰 131 2 32 24 52.5 1,143 9:33 9:37 B-2

1168m標高点 131 2 32 24 56.0 1,153 9:44 9:48 B-2
K140 上水 131 1 32 25 10.5 1,229 10:30 10:34 B-2

K1274m標高点 131 1 32 25 14.6 1,274 10:45 10:50 B-2
図根三角点 131 1 32 25 54.6 1,280 11:55 12:00 B-2

K139 銚子笠 131 1 32 26 19.2 1,494 13:08 13:17 B-2
分水嶺離別点 梅木鶴林道 14:25 14:30 A-2
歩行終了点 不土野峠 16:00 A-1

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

K1405 魚帰 ４ Ｓ
K1405 上水 ４ Ｓ
K139 銚子笠 ３ Ｓ

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

全域にわたり日本製紙㈱の社有林で境標、測量用ペグ、国調多角点、国調筆界、図根三角点などが設置されている。

また、水上村横才から横才川を遡り白鳥山南肩の県分越えを経て上椎葉に至る古道がある。

戦後、分水嶺の東側（宮崎県）は広範囲に皆伐され、1955年以降に植林されたようだ。

6時間0分総歩行時間（休憩時間を除く）：

＊1959年5月に九州脊梁を南北に縦走した際は、防火帯の切り分けがあった。

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　
参加者全員のスナップ

＊分水嶺を挟んで西側（熊本県）に梅木鶴林道（未完）、東側（宮崎県）に不土野林道が並行している。

　〃
古屋敷

全域にわたりヒノキ（40年～50年生）　スギ（少量）、および自然林との混交林になっている。

なし
良好

特記事項

丸型金属標 Ｋ点追加
日本製紙㈱境標あり、三角点標不明。県境線を克明にトレ－スしたので見落とす筈はない。

保存
状況
良好

　〃

古屋敷
　〃
　〃
　〃
不土野

　〃

事務局整理記入欄 熊本－31
晴

名

会員番号：本田　誠也
(3)山行日：K1405魚帰～K140上水～K139銚子笠

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

２名

（８）～（１０）

59.2
40.0

　〃

水上村役場から県道142号線（昨夏の台風被害で不通・・・復旧工事中）で古屋敷経由、不土野に至る。ここで江代山班と別れ梅木鶴林道を北上する。

不土野峠から林道梅木鶴線を北西へ3.2kmで不土野林道分岐に車を置く。約30mで分水嶺に乗り北へ約10分で（槻木）４等三角点に至る。

高度
ｍ

11.3

〃
〃
〃
〃
〃

39.2

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

23.4
25.6

経度E
秒



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

参加者全員のスナップ
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